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１ 「里海」創生リーダーの育成

２ 栄養塩管理等の順応的な取組

の推進（施肥剤の開発）



区分
類型

指定

環境

基準点

１８河川 ２６水域 ２６地点

９海域 １１水域 ２５地点
出典 公益社団法人 瀬戸内海環境保全協会



海域の測定結果（徳島県）



発生負荷量推移（徳島県域瀬戸内海）
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瀬戸内海の環境保全に関する
徳島県計画

沿岸域の環境の保全，再生及び創出 水質の保全及び管理

自然景観及び文化的景観の保全 水産資源の持続的な利用の確保

基盤となる施策の推進

◆藻場・干潟・砂浜等の保全等
◆自然海浜の保全等
◆環境配慮型構造物の採用
◆健全な水環境・物質循環機能の
維持・回復 など８施策

◆水質総量削減制度等の実施
◆下水道等の整備の促進
◆水質及び底質環境の改善
◆海水浴場の保全その他の措置

など６施策

◆環境保全に関するモニタリング，調査研究及び技術の開発等
◆環境教育・環境学習の推進 など７施策

◆生産基盤の整備と保全
◆環境に配慮した水産業の推進

◆自然公園等の保全
◆史跡，名勝，天然記念物等の保全
◆漂流・漂着・海底ごみ対策の推進
◆エコツーリズム等の推進

など７施策



◆海辺の教室

◆磯の海岸生物調査

◆海岸生物調査（公募による委託事業）

環境教育・環境学習の推進



特定非営利活動法人環境首都とくしま
創造センター（エコみらいとくしま）内に，
住民が里海に関する情報を得られる
拠点を整備

◆里海拠点の整備

◆県庁でのパネル展示

県庁内の「すだちくんテラス」で
一般県民向けのパネル展示
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「里海」創生リーダーの育成

◆とくしまSATOUMIリーダー
とくしま“SATOUMI”リーダー育成講座を開講

◆とくしまSATOUMIジュニアリーダー
水辺に近い小学校をモデルスクールに選定
年間を通じた環境授業を実施

◆とくしまSATOUMIフレンドシップ団体
里海づくりに資する活動を行っている団体





とくしまSATOUMIリーダー
育成講座





水生生物調査 クリーン作戦（川ごみ調査）

干潟調査

水質汚濁を考える教室



認定式

★とくしまSATOUMIリーダー・フレンドシップ団体



◆プラごみフォーラム（R元.8.27）

リーダー等の活動
◆海ごみフォーラム（H31.2.9）



◆リーダーとして，活動を牽引するための知識，経験

◆環境分野以外との連携

◆ジュニアリーダーの今後の活動

→●認定者を対象としたステップアップ講座の開催，

認定者間の繋がり，活動の場の提供

●水産，農林，観光分野等，他分野との連携充実

●卒業後のフォローアップ

課題と対策



１ 「里海」創生リーダーの育成

２ 栄養塩管理等の順応的な取組

の推進（施肥剤の開発）



・色落ちは商品価値を損なわせ
漁業の経営に悪影響を与える

藻類養殖用施肥剤の開発

・栄養塩不足により
ノリ・ワカメ養殖漁場における色落ち現象が頻発

H30年度も栄養塩濃度の低下により
2月頃からワカメの色落ちが進む

色落ちしたワカメ（右）

H30年度 徳島県沿岸の藻類養殖漁場における栄養塩（DIN）の推移

色落ちライン



藻類養殖用施肥剤の開発

・5Lまたは10Lのウォータータンクに
肥料成分を含む寒天を充填

・側面の穴から肥料成分が海中に溶出

野外試験実施

施肥剤の開発

施肥剤設置例 設置状況断面図



藻類養殖用施肥剤の開発

ウォータータンク施肥剤による試験における
3日目および5日目のSPAD値の推移

施肥剤周辺のワカメの
SPAD値が上昇

※SPAD値・・・ワカメに含まれる
葉緑素（クロロフィル）量を
示す指標値



◆課題

・波浪や潮流の影響により，施肥剤中の寒天が崩れ

たり，施肥剤の揺られ方が一定にならなかったため，

肥料成分の溶出速度が不安定

◆今後の予定

・崩れにくいゲル化剤の開発

・気象海象に関わらず，溶出速度が一定になる施肥剤の

構造の検討

⇒施肥剤の溶出特性をより優れたものに

藻類養殖用施肥剤の開発



ご清聴ありがとうございました。


